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それでも僕たちは「濃厚接触」を続ける！
―世界の感触を取り戻すために―

◉点字印刷の技法による「触図」を利用した、
    さわって楽しめる表紙カバー

◉国立民族学博物館所蔵の世界の資料60点を、
   紙上展示「世界の感触」としてカラー掲載。 

■ご注文方法■　小さ子社の書籍は、最寄りの書店・ネット書店で注文できます。
（1）書店へご注文　このちらしを書店にお渡しください。

（2）小さ子社ホームページから、直接ご注文いただくこともできます。

　　（クレジットカード使用可）右ＱＲコードをご利用ください。

（3）下記注文書の備考欄にご連絡先をご記入の上小社に FAX またはメール・お電話

　　→折り返し振込先をお知らせいたします。先払い・送料別途（1冊送付の場合 300 円税込）

注文書　ＦＡＸ075－708－6839　メール info@chiisago.jp　

国立民族学博物館前庭のトーテム
ポールを触察する著者

「濃厚接触」による「さわる展示」・「ユニバーサル・ミュージアム」
の伝道師として全国・海外を訪ね歩いてきた全盲の触文化研究者
が、コロナ時代の「濃厚接触」の意義を問い直す。
5月～ 7月に公開されて反響を呼んだweb連載を大幅に加筆。

それでも僕たちは
「濃厚接触」を続ける！

―世界の感触を取り戻すために―

――近代化の「可視化＝進歩」の過程で、人類は濃厚接触のマナーを忘却してしまった――

――単純にとらえるなら、一連のコロナ騒ぎは、さわる文化の危機ということができる。
　　　　しかし、そもそも接触とは何だろうか――

――展示物の背後には、それを創り、使い、伝えてきた人びとの文化、目に見えない物語が
　　ある。なぜさわるのか、どうさわるのか。
　　新型肺炎の流行は、現代社会が濃厚接触のマナーを取り戻す契機となるに違いない――

広瀬浩二郎 【著】 
（国立民族学博物館准教授）
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はじめに―さわる文化と新型肺炎
 
第一部　写真集「 さわる世界旅行」
　1 人生にさわる六つの手
　2 紙上展示「 世界の感触」
     〔コラム１〕バードカービング－世界をさわるツールとして

第二部　「ユニバーサル・ミュージアム」への道
　第 1章　海外出張は体外出張なり
     〔コラム 2 〕ボイス・コンタクト－感じて動く読書法
　第 2章「生き方＝行き方」の探究
     〔コラム 3〕写真を移す人
　第 3章「禍を転じて福と為す」 新たな博物館構想

おわりに―ポストコロナの特別展に向けて 

中止になった
幻の2020年  国立民族

学博物館企画展「みてわかるこ
と、さわってわかること」より、
民博所蔵資料60点をカラー写
真で紙上展示。著者の触察

コメントを付す。

好評を博した小さ子社
Webサイト上での連載

（2020年 5月～ 7月）に加筆。
コラムなど新たな文章や、著者
による撮り下ろし「射真（写

真）」も掲載。

広瀬浩二郎（ひろせ・こうじろう）

自称「座頭市流フィールドワーカー」、または「琵琶を
持たない琵琶法師」。1967 年、東京都生まれ。13 歳
の時に失明。筑波大学附属盲学校から京都大学に進学。
2000 年、同大学院にて文学博士号取得。専門は日本
宗教史、触文化論。01 年より国立民族学博物館に勤務。
現在はグローバル現象研究部・准教授。「ユニバーサル・
ミュージアム」（誰もが楽しめる博物館）の実践的研究
に取り組み、“ 触” をテーマとする各種イベントを全国
で企画・実施している。
『目に見えない世界を歩く』（平凡社新書）、『触常者と
して生きる』（伏流社）など、著書多数。
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